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クに つ いて も学Jぶことで ､ 総合的に健康

リスクを軽減 しようと始ま っ た勉強会で す｡ 2 0 1 2 年 1 月に京都の子育て ママの呼びかけで ､ 第1 回を開催以来､ 閲

乗や愛知県､ 福島県等､ 各地のボランテ ィ アにより､ 開催｡ 半谷さんが繰り広げる面白くて笑える ､ 異色の勉強会｡
お子さん と参加できる対話型勉強会です｡

8 時 平成 糾 年 ほ 月 ほ 8 (土)
書I 繹 【勉強会1 9 ‥lO ～ I 2 :00( 9 :○馴開嶋) 定員: 3 0 名
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くア ク セ ス〉 1 . 地下鉄 広 瀬通 駅 西 5 琴出 口 す ぐ ｡ 2 . 市営 パ ス ｢ 電 力ビル 前｣ 徒 歩 2 分
3 市 営パ ス ｢ 商 工 会議所髄｣ 徒 歩 3 分

※お 手 さ ま 連れ可 ｡ 託 児 も あ り
｡

井ヱ鐸 l 茶話会】】ほ‥lO ～ ほ;00 定員:1 0 名 * 薫 1 部 の会■からは徒 歩 2 分 *
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くア ク セ ス〉 1 . 地下鉄 広 瀬通 駅 西 2 番 出 口 す ぐ 2 市 営 パ ス ｢ 電 力ビル 前｣
.
徒歩 1 分

参加1 七料 把だし 第2 吉野潔喜説 よ 醐 ま筑)
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参加方法

必要事項(丑 ～ ④を記入の上メ ー

ル してください ｡

ア ドレス : d u al m o o n
▼
h a n a b u s a @ y a h 0 0 .

C 0
.j p

① 代表者の ｢ お名前｣ と ｢ 携帯電話番号｣

② 第 1 部､ 第 2 部どららへ の参加か( 両方可)
(謬 参加人数 (大人●名､ 子ども●歳が●名)

④ 講師への 質問 (ある方のみ)

講師 半谷 輝己 ( はんが い て るみ)
1 9 6 2 年福島県双葉郡双葉町 ( 福島第 一 から 3 k m) 生まれ ｡ 由村市在住｡ 日本大学大学院にて抗

生物質の探索と同定の研究で新物質を発見 ｡ 協同乳業名糖牛乳研 究所､ (株) コ ニカケミカル を経て ､

現在､ 学習塾 B E N T O N S C H 0 0 L 塾長､ ( 有) B E N T O N 代表取締役｡ 日本蘭学会会員｡

日本ウルケリアナ協会理事 ｡ 得意分野は化学､ 植物学､ 菌学 ( キノコ) ､ 放射線 ､ 教育関係｡

◆たむらと子どもたらの未来を考える会(A F T C) 副代表 ◆放射線安全フ ォ ー

ラム ( R S F) 会員

◆福島ス テ ー クホルダ ー 調整協議会 (F S A C ) 事務局長 ◆伊達市 健康相談窓 口担当

家族のリスクマネジメント勉強会
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